
「第２次砺波市総合計画後期計画」（案）に対する

パブリック・コメントのまとめ

１ 実施期間

令和３年１２月６日（月）から１２月２４日（金）まで

２ 意見件数

１件（市内に在住・在勤・在学の方 １件、

市内に事務所・事業所を有する個人・法人・団体 ０件）

第２次砺波市総合計画

後期計画（案）

ページ数

意見の概要 市の考え方

４４ページ ＳＤＧｓへの正しい理解推進について

最近、企業は、ＳＤＧｓといえば国際

協調をしている企業と評価されると思っ

ているのか、企業の経済的負担をＳＤＧ

ｓに置き換えているのではと疑いたくも

なる例が見受けられる。

ＳＤＧｓが正しく理解されていないよ

うに思えるため、正しい理解を推進いた

だきたい。

第２次砺波市総合計画後期計画

では「新たな潮流への対応に向け

た視点」として、ＳＤＧｓの推進

を踏まえた施策の展開を図ること

としています。加えて、後期計画

中では、ＳＤＧｓの目標達成のた

め関連深い１７のゴールを新たに

アイコンで示しており、様々な施

策がＳＤＧｓに結びついているこ

とも踏まえ、正しい理解の推進を

図ります。

６９ページ 国際化と文化の伝承について

「国際化」とは外国の言葉や文化、慣

習を理解することと思われがちだが、外

国を知る前に自分たちの身近な地域、日

本の文化・歴史・慣習等を理解すること

が第一歩と考える。その最たるものが「日

本語」であり、最近多く見受けられるカ

タカナ語の多用、造語ではなく、きれい

な日本語を後世に残すことが行政として

の大事な使命だと考える。

ご意見も参考にしながら、脚注

等も活用し、第２次砺波市総合計

画後期計画が、市民の皆さんにわ

かりやすい計画となるように努め

ます。

８２ページ 性差を踏まえた対策について

現在は男女共同参画社会だと言われて

いるが、介護予防活動には性差を踏まえ

た対策が必要であることを明記できない

か。

今後とも、男女共同参画の推進

を図りながら、引き続き、性差を

超えて参加しやすい介護予防活動

の推進を図ります。
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９２ページ 心のケアの推進について

仕事と不妊治療の両立を困難にしてい

る要因の大きなものが精神的な負担が大

きいことである。不妊治療に係る経済的

負担を軽減するため、治療費の一部を助

成し制度も拡充されていることは非常に

いいことである。

しかし、不妊治療・不育症治療に最も

大切なことは精神的な負担・心のストレ

スを軽減し、より妊娠しやすい体質改善

づくり（女性に限らず男性側も）こそが

経済的負担軽減を図ることよりも上位に

あると考える。

不妊治療・不育症治療に対する理解を

推進し、同じ境遇の人が集える、悩みを

語り合える体制・組織づくり推進するこ

とを明記できないか。

不妊症や不育症の治療をされる

人が、集い、悩みを語り合える

体制・組織づくりの構築につい

ては、大変デリケートな問題で

あることから難しいと考えてお

りますが、関係者のご意見を伺

い検討いたします。

１０６ページ 中山間地での剪定枝と落葉対策について

「剪定枝戸別回収や無料収集」は、野

焼きが禁止されているなかでの環境への

対応や資源の有効活用ということではあ

りがたい施策であるが、散居景観の維持

のためという印象が強い。

中山間地では自分が所有する屋敷林で

はなく、隣接する他人の林からの枝やス

ンバの処分に頭を悩ませており、このよ

うな悩みに対する対策をお願いしたい。

剪定枝戸別回収事業や無料収

集については、屋敷林の管理で

発生する労力や費用負担の軽減

を図り、散居景観の保全や維持

管理のためのに開始した施策に

なります。

ご意見にありました「隣接す

る他人の林からの枝やスンバの

処分」につきましては、まず、

隣接する林の所有者の方とご協

議のうえ対応いただくことにな

ります。

全体として ひとつの施策だけでなく、複数の施策

を連携させて行うことで相乗効果が高ま

る。ひとつの施策はひとつの目標だけの

ものではない、また、複数の施策を連携

させて実施することにより、より効果を

上げることができるということを理解し

てもらえやすいよう、事例もあげて示せ

ばどうか。

計画の推進につきましては、こ

れまでと同様に、関係分野におけ

る横断的かつ柔軟な対応にて、実

施いたします。

また、事例など具体的な内容に

ついては、４２・４３ページに掲

載している「主な個別計画」にお

いて、より具体的で詳細な内容に

ついて定めています。


